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1 1

現在計画されているコルゲートパイプを用いた仮設工法です

が、過年度の施工において、同様の工法で排水処理が追い付

かず、オーバーフローにより近隣にご迷惑をおかけした実績

があります。近年は突発的な集中豪雨が頻発しており、この

ままでは過年度と同様の事態を招き、再度近隣にご迷惑をお

かけする可能性が非常に高いと考えられます。つきまして

は、未然に事故を防ぐためにも、工法の妥当性について検討

が必要と考えますが、協議の対象としていただけますか。

過年度の被害は、工程が遅延し取水期に施工したことに伴い、被害が発生して

しまいましたが、本工事は渇水期内の工期設定をしており、工期内に施工を完

了すれば支障ないと判断しております。(過去3年間渇水期間内はオーバーフ

ローするような大雨は発生しておりません。)

2 2

現在1 0mピッチでの締切構築により施工を進める設計となっ

ておりますが、この方式では締切りの切り替え回数が非常に

多くなり、工程遅延を招く可能性があります。つきましては

施工効率の向上と工程遅延の回避のため、締切ピッチの見直

しについて協議させていただけますか。

現場内の安全性に問題が無く、施工工程の効率が向上が認められる場合は締切

ピッチの変更協議を行います。

3 3

支給品のコルゲートについて損傷劣化が著しく使用が困難な

場合は代替品への変更について協議の対象としていただけま

すか。

施工を行う中で、材料に劣化があり施工管理に問題があると判断した場合につ

いては、変更協議を行います。
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